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の花

 まゆみちゃん商品券でお買い物
　　ロードレース大会結果
　　　 　下半期の財政公表
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ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
で

街
な
か
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

本
宮
市
商
工
会
で
は
、
通
常
よ
り
20
％
オ
ト
ク
な
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
を
販

売
し
ま
す
。
市
内
の
人
も
市
外
の
人
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
本
宮
の
街
中
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
。

「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん

商
品
券
っ
て
？
」

「
ど
こ
で

使
え
る
の
？
」

プレミアム率２０％の
オトクな商品券です

ス
テ
ッ
カ
ー
と

ポ
ス
タ
ー
が
目
印

プレミアム付きまゆみちゃん商品券は、額面

１万２，０００円分の商品券を、１万円で販

売します。つまり２，０００円分もお得に買い物が

できます！数に限りがありますので、お早めにお

買い求めください。

スーパーや飲食店など、市内のま

ゆみちゃん商品券取扱店で利

用できます。取扱店は、店に掲示され

ているポスターとステッカーが目印で

す。取扱店一覧は、別途配布の販売告

知チラシに掲載します。

　また、本宮市商工会と本宮市のホー

ムページでもご覧いただけます。

※共通券は取扱店全店で、地元応援券

もとみや

販売価格 １セット１万円

商品券の
セット内容

共通券１，０００円券×８枚
＋地元応援券５００円×８枚

販売セット数 限定８，３５０セット

購入上限数 お一人様１０セットまで

有効期間
平成２７年７月７日（火）～
平成２８年１月６日（水）

（６カ月間）

は①本宮市内に本社・本店があるお店②従来の本宮

商品券取扱店のどちらかに該当する取扱店で使用で

きます。
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「
販
売
は

い
つ
か
ら
？
」

こちらは配付します！

７
月
３
日
、

販
売
ス
タ
ー
ト
！

７月３日（金）から７月７日（火）までの間販売します（完売次第販売

を終了します）。販売場所は本宮市商工会本所と支所の２カ所です。平

日は午前１０時から午後７時まで、土曜日・日曜日は午前１０時から午後３

時まで販売します。

※ 販売告知チラシに掲載された購入申込書に住所・氏名などを記入し、購入

時にお持ちください。（購入申込書はコピー可です）

※ 事前予約申し込みやお取り置きは行いません。

　　本宮市商工会　本所　☎３３－２５４１

　子育て世帯や介護者の生活をサポートし、市内のお店を知ってもらうため、「子育て応援まゆみちゃん商品券」

と「介護支援まゆみちゃん商品券」を配付します。内容、対象世帯などは以下のとおりです。

子育て応援まゆみちゃん商品券 商品券の名称 介護支援まゆみちゃん商品券

平成２７年５月３１日現在で本宮
市に住民票があり、平成２７年６
月分の児童手当を受給される方

対 象 者

平成２７年７月１日現在で本宮市
に住民票があり、介護保険要介護
認定の要介護１から要介護５の認
定を受けている方

対象児童１人につき ４，０００円分 配 付 額 対象者１人につき ４，０００円分

子ども世帯臨時特例給付金申請書を
確認後、本人確認郵便で送付 配 付 方 法 本人確認郵便で送付

プレミアム付まゆみちゃん商品券
（地元応援券）と同様 利用可能店舗 プレミアム付まゆみちゃん商品券

（地元応援券）と同様

　　　平成２７年７月７日～
　　　　　  平成２８年１月６日 利 用 期 限 　　　平成２７年７月７日～

　　　　　  平成２８年１月６日

子ども福祉課　
☎２４－５３７５ 問 い 合 わ せ 高齢福祉課（えぽか内）　

☎６３－２７８０

問

　注意！
　「まゆみちゃん商品券」は、現在市内で

流通している「本宮商品券」とは別の商

品券です。

　有効期間や取扱店が異なりますのでご

注意ください。
JA白沢支店 白沢駐在所

白沢総合支所スマイルキッズ
パーク

商工会支所

グリーンパーク
　　　  野球場

本
宮
駅

郡山北警察署本宮分庁舎

えぽか

本宮市役所

国
道
４
号
線

旧
４
号
線

商工会本所

※プレミアム付まゆみちゃん商品券・子育て応援まゆみちゃん商品券・介護支援まゆみちゃん商品券は、市内の消費喚起のため、
国の緊急経済対策の交付金を利用して実施されます。
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東北
大会

も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
９
回
も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
４
月
19
日
、
し
ら
さ
わ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
し
た
特
設
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
本
宮
市
出
身
の
陸

上
選
手
・
橋
本
隆
光
さ
ん
を
お
迎

え
し　

１
，
４
８
４
人
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
満
開
の
桜
の
な
か
、

自
慢
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
競
技
者
・
応
援
の

方
々
・
各
協
賛
店
の
皆
様
の
ご
協

力
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

空
手

○
第
43
回
東
北
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

　

 

柴
原
和
希（
糠
沢
）　

横
山
夏
海（
本
宮
）

　

 

林
琉
斗
（
本
宮
）　

桑
沢
裕
樹
（
本
宮
）

　

 

遠
藤　

滴（
本
宮
）　

柴
原
も
も（
糠
沢
）

根
本
遥
貴（
本
宮
）　

堀
部
優
香（
糠
沢
）

 　

橋
本
正
明（
本
宮
）　

渡
部
智
成（
糠
沢
）

 　

佐
藤
綾
音（
本
宮
）　

武
田
瑠
夏（
本
宮
）

 　

松
本
昌
広
（
本
宮
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

○
第
22
回
東
日
本
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会

　

本
宮
ハ
ン
ド
ス
ポ
少
男
子
・
女
子

○
第
９
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会

　

本
宮
ハ
ン
ド
ス
ポ
少
男
子
・
女
子

○
第
38
回
東
北
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

競
技　

　

佐
藤
友
南
（
本
宮
）　　

サ
ッ
カ
ー

○
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
１
５
小
学
生
8
人
制
サ
ッ
カ
ー
東

北
大
会

　

関　

浩
也
（
本
宮
）

野
球

○
東
日
本
還
暦
軟
式
野
球
大
会

　

本
宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ

○
北
日
本
還
暦
軟
式
野
球
大
会

　

本
宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
第
43
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

　

根
本
来
乃
美
（
糠
沢
）

柔
道

○
第
37
回
全
国
高
等
学
柔
道
選
手
権
大
会

東
北
大
会

　

国
分
裕
輝
（
本
宮
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○
第
39
回
東
北
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会

　

渡
辺
砂
和
花
（
仁
井
田
）

テ
ニ
ス

○
第
36
回
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会

　

渡
辺
健
斗
（
糠
沢
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

○
第
41
回
東
北
総
合
体
育
大
会

　

平
竜
太
郎
（
本
宮
）

○
第
69
回
東
北
男
女
総
合
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

平
龍
太
郎
（
本
宮
）

ラ
イ
フ
ル
射
撃

○
東
北
・
北
海
道
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会

　

国
分
翔
麻
（
岩
根
）

○
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
抜
大
会

　

国
分
翔
麻
（
岩
根
）

陸
上

○
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会

　

日
下
部
拓
哉
（
本
宮
）

卓
球

○
全
国
ホ
ー
プ
ス
北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

原　

夢
璃
（
本
宮
）

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
を
交
付

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
を
交
付

　

市
は
、
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
東
北
大
会
以
上
の
大
会
な
ど
に

出
場
す
る
方
へ
激
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
・
東
北
大
会
で
活
躍
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
の
開
催
分
）
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全国
大会

■ 10キロメートル
【男子高校生以上 39歳以下】
　１位　渡辺日出男（福島市）
【女子高校生以上 39歳以下】
　１位　桑原　絵理（郡山市）
【女子 40歳以上】
　１位　熊谷　順子（福島市）
　５位　松岡　洋実（本宮市）
【男子 40歳代】
　１位　高橋　昭夫（郡山市）
【男子 50歳代】
　１位　森山　光昭（郡山市）
【男子 60歳以上】
　１位　山崎　　進（宮城県）

■５キロメートル
【男子高校生以上 39歳以下】
　１位　渡辺　岳之（湯川村）
【男子 40歳代】
　１位　河和　健冶（栃木県）
　５位　遠藤　俊二（本宮市）
【男子 50歳代】
　１位　岩田　隆敏（岐阜県）
【男子 60歳以上】
　１位　鹿野　克夫（福島市）
　５位　安藤　正春（本宮市）
【女子高校生以上 39歳以下】
　１位　原田　美波（会津美里町）
【女子 40歳以上】
　１位　坂本　和子（玉川村）

■３キロメートル
【女子 50歳以上】

　１位　遠藤　浩子（会津坂下町）
　４位　斎藤　陽子（本宮市）
【男子中学生】
　１位　高橋優生馬（本宮市）
【女子中学生】
　１位　斉藤　　葵（本宮市）
　４位　渡辺　花音（本宮市）
　５位　服部結希乃（本宮市）
■２キロメートル
【男子小学６年生】
　１位　太田　翔空（いわき市）
　８位　渡辺　　響（本宮市）
【女子小学６年生】
　１位　亀岡　花凜（桑折町）
　３位　酒井　伶菜（本宮市）
　４位　橋本和佳奈（本宮市）
【男子小学５年生】
　１位　大関　風馬（茨城県）
　３位　遠藤　優太（本宮市）
　５位　箭内　気吹（本宮市）
　６位　松岡　颯馬（本宮市）
　７位　三瓶　晃佑（本宮市）
　８位　鈴木　颯太（本宮市）
【女子小学５年生】
　１位　荒井　沙織（宮城県）
【男子小学４年生】
　１位　獅戸　紀之（郡山市）
　３位　菅野　慎治（本宮市）
　６位　国分　遥哉（本宮市）
　７位　吉村　太陽（本宮市）
【女子小学４年生】
　１位　斉藤　美優（郡山市）
　７位　次藤ゆあら（本宮市）

　８位　三瓶　瑞希（本宮市）
  10位　大坪　愛美（本宮市）
【男子小学３年生】
　１位　斉藤陽一郎（郡山市）
　９位　大内　来記（本宮市）
　10位　箭内　遥日（本宮市）
【女子小学３年生】
　１位　円谷　仁渚（浅川町）
　６位　佐藤　琉菜（本宮市）
【男子小学２年生】
　１位　大関　星斗（茨城県）
　９位　安斎　拓真（本宮市）
【女子小学２年生】
　１位　稲垣　　潤（茨城県）
　３位　佐久間玲乃（本宮市）
　７位　大森　凜音（本宮市）
　10位　橋本　佳子（本宮市）

■１キロメートル
【父と子】
　１位　水戸　賢・葉瑞稀（宮城県）
【母と子】
　１位　大関　淑恵・一星（茨城県）

■特別賞
【男子最高齢賞】
　仲江　正季（78歳・川俣町）
【女子最高齢賞】
　横山　蔦子（72歳・伊達市）
【遠来賞】
　斎藤　清克（最北：北海道）
　五島　一浩（最南：広島県）

大会結果
～各部門の第１位と市内の入賞者の方をご紹介します～

空
手

○
第
19
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ク
ラ

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
全
日
本
少
年

少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

　

瀧
沢　

空
（
岩
根
）

○
内
閣
総
理
大
臣
杯
・
文
部
科
学
大
臣
杯

第
57
回
全
国
空
手
選
手
権
大
会　

　

武
田
樹
希
也
（
本
宮
）

○
第
57
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会

　

渡
辺
沙
耶
（
白
岩
）　

伊
藤
菜
穂
（
本
宮
）

　

柴
原
和
希
（
糠
沢
）　

横
山
夏
海
（
本
宮
）

　

林　

琉
斗
（
本
宮
）　

桑
沢
裕
樹
（
糠
沢
）

　

遠
藤　

滴
（
本
宮
）　

根
本
遥
貴
（
本
宮
）

　

堀
部
優
香
（
糠
沢
）　

橋
本
正
明
（
本
宮
）

　

渡
部
智
成
（
糠
沢
）　

佐
藤
綾
音
（
本
宮
）

　

武
田
瑠
夏
（
本
宮
）　

○
第
6
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

　

伊
東　

舜
（
本
宮
）

○
第
6
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
組

手
の
部

　

瀧
沢　

空
（
岩
根
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

○
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

　

阿
部
奎
太
（
本
宮
）　

遠
藤
慎
太
郎
（
本

宮
）

○
第
19
回
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

大
沼
嘉
人
（
本
宮
）　

○
第
65
回
全
日
本
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会

　

今
野
桃
花
（
本
宮
）　

○
第
69
回
国
民
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

競
技

　

阿
部
奎
太
（
本
宮
）　

遠
藤
慎
太
郎
（
本

宮
） 　

佐
原
奈
生
子
（
本
宮
）

○
第
50
回
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会

　

佐
原
奈
生
子
（
本
宮
）

○
第
23
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　

渡
辺
美
紅
（
本
宮
）　

佐
藤
愛
水
（
糠
沢
）

　

矢
作　

陽
（
糠
沢
）　

田
代
陽
菜
（
本
宮
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

○
第
19
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

松
本
絵
美
（
本
宮
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
全
日
本
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

カ
ッ
プ
女
子
選
手
権
大
会

　

小
林　

優
（
岩
根
）

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

○
第
15
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会

　

山
根
国
愛
（
二
本
松
市
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○
第
39
回
全
日
本
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

　

渡
辺
砂
和
花
（
仁
井
田
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

小
泉
菜
生
（
青
田
）

○
第
45
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

　

小
泉
菜
生
（
青
田
）

○
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

小
泉
志
乃
（
青
田
）

野
球

○
第
2
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会

　

渡
辺
歩
夢
（
稲
沢
）

陸
上

○
第
30
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

伊
東　

舜
（
本
宮
）

卓
球

○
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　

原　

夢
璃
（
本
宮
）　

鹿
俣　

葵
（
青
田
）

○
第
32
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会

　

鹿
俣　

連
（
青
田
）　

原
愛
生
斗
（
本
宮
）

○
第
33
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会

　

加
藤
大
晟
（
本
宮
）　

原
愛
生
斗
（
本
宮
）

　

国
分
陽
奈
（
高
木
）　

原　

夢
璃
（
本
宮
）

○
38
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

　

加
藤
圭
祐
（
本
宮
）

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

滑
川
明
佳
（
高
木
）

○
第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

橋
本
弘
子
（
本
宮
）

○
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　

原
沙
也
可
（
本
宮
）　

加
藤
圭
祐
（
本
宮
）

○
第
67
回
東
京
卓
球
選
手
権
大
会

　

原
沙
也
可
（
本
宮
）
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TOPICSTOPICS題話

問

　平成２０年度に創設されました「ふるさと納税（寄付）」は、生まれ育った故郷、ゆかりのある地域、思い出のある地域、

大切な人がお住まいの地域を「寄付金」の形で応援できる制度です。

　本宮市のふるさと納税は平成２０年８月にスタートし、平成２６年度末までにのべ１１９人の方から、総額

５４，４１９，４０１円のご寄付をいただきました。皆さんの温かいお気持ちに、心より感謝申し上げ

ます。いただいたご寄付は、ご厚意に添うよう本宮市の子育て支援事業や教育活動推

進事業などの貴重な財源として有効に活用させていただきます。

■平成２６年度にお寄せいただいた寄付の実績■平成２６年度にお寄せいただいた寄付の実績
　平成２６年度にお寄せいただいた寄付金は、次のとおりです。

　【ふるさと納税の応援項目別の寄付金額】

■寄付金は有効に活用させていただいています■寄付金は有効に活用させていただいています
　平成２６年度にお寄せいただいた寄付金は、次の
事業に活用させていただきます。
　【ふるさと納税を充てる事業】

■「ふるさと」本宮市を応援してください！■「ふるさと」本宮市を応援してください！
　就職などで本宮市を離れられる方や市外にお住まいのご

親戚の方々などに、ぜひ「ふるさと納税（寄付）」をＰＲ

していただき、本宮市を応援していただきますようお願い

いたします。

　都道府県や市町村へ寄付をしていただいた場合に、ふる

さと納税（寄付）額のうち２，０００円を超える部分につ

いて、一定の上限まで、所得税や個人住民税から控除され

ます。毎年１２月末までにご寄付いただきました分は、翌

年の確定申告で控除されることになります。

※控除される額は、年収や寄付金額により異なります。

　【ご寄付をいただいた皆様】

応 援 項 目 件数 寄付金額（累計）
子育て支援事業 2件 60,000円
教育環境の充実 1件 100,000円
社会福祉の充実 3件 2,135,000円
産業の振興 1件 1,500,000円
応援項目は市長におまかせしたい 13件 2,715,000円

合 計 20件 6,510,000円

具体的な事業 事業に充てる額
子育て支援推進事業 60,000円
重度障がい者等タクシー料金助成事業 760,000円
重度心身障がい児通学支援事業 770,000円
配食サービス事業 185,000円
地域支え合い体制づくり事業 210,000円
高齢者いきいき交流事業 210,000円
農産物等販路拡大事業 1,500,000円
商工業振興団体支援事業 500,000円
小学校（白岩小）読書活動推進事業 100,000円
本宮市復興の集い支援事業 2,055,000円
スマイルキッズパーク運営事業 100,000円
農業地域ふれあい施設管理事業 50,000円
文化スポーツ振興基金 ※各種事業へ充当予定 10,000円

合 計 6,510,000円

都道府県 市区町村 氏名 応援メッセージなど

福島県
郡山市 安井　潤さん 子どもたちの健やかな成長を願っています。

いわき市 遠藤洋一さん 本宮市には大変お世話になりました。

千葉県 千葉市
橋本佐久さん ふるさとの発展を願っています。
橋本文子さん 特に高齢者福祉の充実を応援します。

東京都

練馬区 菅野　明さん 着実な本宮の発展を祈っています。
新宿区 野口邦和さん 本宮市の復興支援に協力します。

港区
平　哲夫さん 本宮市を応援します。
川名敏雄さん
川名潤子さん

寄付金は、自然環境の保護に使ってください。

八王子市 宮地三男さん 本宮市のますますの復興を祈っています。
― 石原一輝さん 本宮市の一日も早い復興とますますの発展を願っています。

神奈川県 藤沢市 前嶋　要さん 本宮市を応援します。
静岡県 伊豆市 遠藤文男さん 本宮に恩返しができればと思っています。一日も早く浪江町の方々が故郷に帰れますように。

愛知県 名古屋市 市島宗典さん
私を育ててくれた本宮市、特に白岩地区に感謝を込めて寄付します。教育環境の充
実を切に望みます。

福岡県 北九州市 川下敬代さん 少しですが子育て支援事業のために使ってください。

　　秘書広報課　秘書係　☎２４－５３３１　　 
　※税控除や税申告については、税務課　市民税係
　☎２４－５３４５
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TOPICSTOPICS題話

冨樫勝美さん冨樫勝美さん
　春の叙勲が発令され、冨樫勝美
さん（高木）が瑞宝双光章を授与
されました。冨樫さんは「地域や
家族の支えのおかげです」と喜び
を語りました。

山口昭衛さん
　５月12日、元本宮町議会議員
の山口昭衛さん（岩根）の功績に
対し旭日単光章の伝達式が行われ
ました。

故・遠藤昭惠さん
　4月 20日、元白沢村助役　故
遠藤昭惠さん（糠沢）の生前の功
績に対し瑞宝双光章の伝達式が行
われました。
　式では、佐々木広文副市長立ち
会いのもと、福島県県北地方振興
局 清野隆彦局長より、長男の遠
藤友記さんへ伝達されました。

【経歴】
昭和 58年から平成 3年まで白沢村助役。
人権擁護委員、本宮市老人クラブ連合会副
会長も歴任されました。

【経歴】
昭和 38 年、本
県警察官を拝命
し、福島署を振
り出しに、白河
署・新白河交番
所長として退職
するまでの 41
年間、地域の安
全に向けて尽力

されました。
　「会津若松署勤務時、猪苗代湖でおぼれ、
仮死状態の幼児を人口呼吸により、一命を
とりとめたことが印象に残っている」と話
されていました。

【経歴】
昭和 62 年から
平成 11 年まで
の 3期 12年に
わたり本宮町議
会議員を務めら
れました。また、
農業委員として
6 期 16 年農業
の振興発展に貢

献されました。
　受章を受け、「今後も地域発展のため努
力してまいります」と話されていました。

　『「東京もとみや会」　誕生』　
　「東京あだたら会」と「東京しらさわ会」が合併し「東京もとみや会」が誕生しました。
安達太良山を望むすばらしい自然と歴史、美味しいお米や野菜、そして、温かく人情味溢れる人たち。
この素晴らしい故郷を私たちはいつまでも誇りに思っています。
　その故郷が東日本大震災による原発事故によって無残にも汚されてしまいました。
　この忌まわしい放射能汚染に対する風評被害は地元の人達の努力のみで払拭されるものではありま
せん。何と言っても首都圏の人達の深い理解と協力が必要です。
　そこで、我々本宮市出身の首都圏在住者が一丸となって東京と故郷の橋渡しを務め、風評被害払拭
に全力を尽くすために「東京もとみや会」が誕生しました。「本宮市」が大好
きという方は誰でも入会出来ます。風評被害払拭に一役買ってみませんか。

東京東京もとみや会通信もとみや会通信 その１

「
誓
い
新
た
に
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
職

員
の
不
祥
事
に
つ
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
様
方
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
強
い

復
興
を
目
指
し
、
市
全
体
で
努
力

し
て
い
る
中
、
大
変
残
念
で
申
し

訳
な
く
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
件

が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
再
発
防
止
に
努
め
る
所
存
で

す
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

さ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

も
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
行
楽
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
農
作
業
に
と
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
お
過
ご
し
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
、
英
国
ウ
ィ
リ
ア
ム

王
子
に
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

を
ご
訪
問
い
た
だ
き
「
記
念
樹
の

杜
」
へ
植
樹
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
今
回
の
ご
訪
問
を
記
念
し
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
に
ち
な
ん
だ
公

園
の
愛
称
の
使
用
に
つ
い
て
、
国

を
通
じ
英
国
大
使
館
へ
依
頼
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、ス
マ
イ
ル
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク　

記
念
樹
の
杜　

屋
外

あ
そ
び
場
の
愛
称
と
し
て
「
プ
リ

ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
」

の
名
前
の
使
用
を
お
許
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の
屋
内
外
あ
そ
び

場
を
一
体
的
に
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
内
の「
み
ず
い
ろ
公
園
」

や
「
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
・
パ
ー
ク
」、「
え
ぽ
か
」
に
は
、

連
日
多
く
の
子
ど
も
さ
ん
達
が
元

気
に
遊
ん
で
お
り
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
市
は
以
前
に
も
増
し

て
元
気
な
本
宮
を
取
り
も
ど
す
べ

く
、
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
市
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
議
会
は

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
お
出
で
い
た
だ
き
感
想
等
を

お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

間
も
な
く
梅
雨
の
時
期
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
日
々
、
暑
さ
も

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

体
に
は
充
分
ご
留
意
の
う
え
、
お

過
ご
し
下
さ
い
。

　

 

（
５
月
20
日
執
筆
）

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 32

本宮市長
高松義行

東京もとみや会副会長
国分 守さん

入会及びお問い合わせは、下記 「東京もとみや会」 事務局へ
千葉県柏市南逆井6-3-13  野地　博  ☎ 04-7175-0517  E: メール　hiroshi-nj@jcom.home.ne.jp
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に使われた？
　市では、「本宮市財政状況の作成及び公表に関する条例」に基づき市の財政を公表し、財政に対するご理解とご協力をいただいています。

皆さんから納めていただいた税金などの収入はどのくらいあるのか、また、そのお金はどのように使われたのか、下半期（１０月１日～３月

３１日）の財政状況がまとまりましたので、お知らせします。

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険
事業勘定 31億8,863万円 28億　　61万円 87.83% 28億 7,798万円 90.26％
直営診療施設勘定 1億　316万円 8,246万円 79.93% 9,148万円 88.67%

後期高齢者医療 2億7,279万円 2億6,283万円 96.35% 2億 5,821万円 94.66%

介護保険
保険事業 21億7,895万円 20億 2,006万円 92.71％ 19億 3,633万円 88.87％
介護サービス事業 1,570万円 1,387万円 88.34％ 571万円 37.01％

公共下水道事業 10億5,636万円 6億7,307万円 63.72％ 7億　 502万円 66.74％
農業集落排水事業 5,861万円 5,757万円 98.23％ 4,663万円 79.56％
工業用地造成事業 7億4,788万円 7億4,685万円 99.86％ 7億 4,690万円 99.87％
工業用地資産運用事業 1億1,463万円 1億1,402万円 99.47％ 1億 1,462万円 100.00％
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 6,434万円 6,434万円 100.00％ 6,434万円 100.00％

合　　　計 78億　 106万円 68億 3,568万円 87.63％ 68億 4,722万円 87.77％

会計名
収入 支出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

水道事業
収益的 10億4,477万円 9億9,280万円 95.03% 10億 2,468万円 9億4,497万円 92.22%
資本的 1億4,061万円 1億4,061万円 100.00% 6億 6,750万円 6億　 337万円 90.39%

会計名 予算現額
一 般 会 計 137億 9,995万円
公共下水道事業特別会計 44億　989万円
農業集落排水事業特別会計 2億8,992万円
阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別
会計

0円

合　　　計 184億 9,976万円

基　　　金　　　名 Ｈ27.3 月末残高
財政調整基金 13億3,416万円
減債基金 1億7,641万円
教育施設等整備事業基金 5億1,653万円
地域福祉基金 4億　 342万円
震災・原子力災害復興基金 2億　 731万円
篤志奨学資金給与基金 4,850万円
ふるさと水と土保全基金 2,099万円
文化スポーツ振興基金 1,508万円
白沢総合支所庁舎建設基金 1,134万円

合　　　　　計 27億3,374万円

会計名 金額

一 般 会 計 202億　 955万円
社会福祉 9,192万円
農林水産 1億1,763万円
住宅除染 200億円

工業用地造成事業特別会計 42億1,058万円
合　　　計 244億 2,013万円

会計名 金額
水道事業会計 32億2,883万円

会計名 金額
一 般 会 計 30億円
公共下水道事業特別会計 2億2,000万円

特別会計と企業会計

借入金

基金

市の家計簿を
チェック！

■特別会計　国民健康保険、介護保険など一般会計と分けて設置する特定の事業に関する会計

■企業会計　使用料金などの収益で運営している会計。市では水道事業があります

■市債残高（平成27年3月末現在の未償還元金。利子含めない） ■一時借入金残高

■企業債残高（平成27年3月末現在の未償還元金。利子含めない）

■債務負担行為残高
（平成27年3月末現在の未償還元金。利子含めない）

　　　財政課　財政係　☎２４－５３０５問
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市のお金は何
　平成２６年度の一般会計は、当初予算４３３億２，５０８万４千円（内繰越額１１２億３，８０８万４千円）

でスタートしましたが、上半期には、５４億９，８７８万２千円増の補正となりました。下半期には、地域消費

喚起プレミアム商品券発行事業、米価下落対策事業、小学校遊具更新事業、屋内運動施設整備事業、教育施設

等整備事業基金積立金等の増、住宅除染事業、小中学校空調設備整備事業、公共下水道事業特別会計繰出金事

業の補正減を行った結果、１２７億９，５５３万３千円減となり、予算の累計は３６０億２，８３３万３千円で

当初比１６．８％の減となりました。

区　　　分
予算現額

（内繰越分）
収入済額
（内繰越分）

収入率

市税 38億4,151万円 37億 5,585万円 97.77％
地方交付税 36億4,487万円 38億 7,636万円 106.35％

国からの補助金
44億 　123万円
(7億 4,858万円 )

35億 2,624万円
(2億 6,033万円 )

80.12％

県からの補助金
165億 7,306万円
(88億 9,346万円 )

47億　 279万円
(28億 5,905万円 )

28.38％

借入金
20億 9,640万円
(8億 5,790万円 )

5億 5,130万円
(5億 4,880万円 )

26.30％

その他
54億 7,126万円
(7億 3,814万円 )

30億　 941万円
(7億　798万円 )

63.08％

合 計
360億 2,833万円

(112億 3,808万円 )
196億 2,195万円
(43億 7,616万円 )

54.46％

区　　　分
予算現額
（内繰越分）

収入済額
（内繰越分）

執行率

医療・福祉・保健などに関する費用
（民生費・衛生費）

202億 864万円
(89億 2,959万円 )

88億 5,948万円
(30億 5,363万円 )

43.84%

小中学校・幼稚園・社会教育などに関する費用
（教育費）

34億5,529万円
(10億 7,694万円 )

28億 5,643万円
(8億 1,899万円 )

82.67%

道路・公園・公営住宅などに関する費用
（土木費）

38億4,421万円
(1億 6,663万円 )

12億 4,646万円
(1億 5,669万円 )

32.42%

農業振興に関する費用（農林水産業費）
9億5,492万円

(1億 9,617万円 )
6億 5,985万円
(9,989万円 )

69.10%

過去に借りたお金の返済金（公債費） 10億4,915万円 10億 4,317万円 99.43%
産業を育て経済を活性化するための費用
（労働費・商工費）

8億5,879万円
(5,477万円 )

8億 2,301万円
(5,121万円 )

95.83%

災害復旧に関する費用（災害復旧費）
8億1,394万円

(7億 7,074万円 )
4億 5,402万円

(4億 2,475万円 )
55.78%

その他（議会費・総務費・消防費・予備費）
48億4,339万円
(4,324万円 )

45億 1,442万円
(4,069万円 )

93.21%

合 計
360億 2,833万円

(112億 3,808万円 )
204億 5,684万円
(46億 4,585万円 )

56.78%

下半期の全体概要

一般会計の歳入と歳出
■歳入

■歳出
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小学校６校で運動会

ームワークで優勝ねらうチ
　４月２５日は、本宮小学校・本宮まゆみ小

学校・五百川小学校、２６日は和田小学校・

糠沢小学校。さらに５月９日には岩根小学校

で運動会が行われました。

　子どもたちは練習の成果を発揮し、かけっ

こ、借り物競走、玉入れ、リレーなどさまざ

まな種目で競いました。チーム一丸、力を合

わせて優勝を目指し頑張りました。

①練習の成果を発揮して走りました（本宮小）　②赤・白・青・黄色チームを代表して選
手宣誓（五百川小）　③今年で創立５０周年を迎えた五百川小学校　④玉入れ。紅白どっ
ちが多く入れられるかな？（岩根小）　⑤地元消防団の皆さんといっしょにチャンス走
（糠沢小）　⑥頭に乗せてペンギンさんに変身（本宮まゆみ小）　⑦４・５・６年生による
鼓笛演奏（和田小）

①①

②②

④④⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

③③
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和田小５年生

んだの歴史を絵本にわ

本宮一中卒業生

校にのぼり旗を贈る母

宇井正三杯争奪少年剣道大会

の腕を競う！剣

花と歴史の郷　蛇の鼻

開の藤がお出迎え満

　和田小学校５年生の皆さんが地元和田地区に残る

「わんだの清水」の伝説をまとめた絵本を作りました。

　５月１２日、５年生を代表して３人の児童が市役

所を訪れ、高松市長に絵本の完成を報告し、贈呈し

てくれました。

　絵本「わんだのしみず　むかし」は、えぽかとし

らさわ夢図書館で見ることができます。

　５月1１日、本宮第一中学校の平成元年度卒業生

の皆さん（本宮一中９０会）が母校に応援用ののぼ

り旗を贈りました。こののぼり旗は部活や校内の壮

行会などで使用されます。

　本宮一中９０会会長の遊佐隆信さんは、「卒業生

として地元にお世話になった分、少しでも役に立ち

たい」と話していました。

　白沢剣友会主催の第2回宇井正三杯争奪少年剣

道大会が5月5日、白沢体育館で行われました。

　県内外から多くの小中学生が出場し、団体・個人

で剣道の腕を競い合いました。白沢地区で剣道の指

導に尽力した宇井先生の剣道の精神を引き継ぎ、交

流を深める大会になりました。

　５月８日、今回の表紙にもなった花と歴史の郷　

蛇の鼻の藤が見事に咲いていました。

　樹齢数百年と言われるこの藤は、全長１００メー

トルにもおよぶ巨大な木で、文字通り藤色と真っ白

な花のコントラストがきれいです。

　訪れた人たちは、藤棚でできた自然のトンネルを

くぐり、花を楽しんでいました。

左から高松市長、新藤陽花さん、磯松千晃さん、渡辺知花さん

母校にのぼり旗を贈った本宮一中90会の皆さん

熱戦を繰り広げる剣士

全長１００メートルの大きな藤棚

カメラ散歩　6月号
CAMERA SANPO
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みんなのひろば
「人にやさしく」

私の随想録

本宮市では、街の平和と安全
を守るため消防団を募集して
おります。

渡辺　淳一さん
JUNICHI　WATANABE

（本宮字小原田）

今月の人
　

お
世
話
様
で
す
。
㈲
鳥
平

デ
ザ
イ
ン　

渡
辺
淳
一
で

す
。

　

こ
れ
は
も
う
20
年
以
上
前

の
話
に
な
り
ま
す
。
仙
台
で

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃
、

夜
中
に
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
出

掛
け
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、

友
達
を
家
ま
で
送
っ
た
後
、

郊
外
で
道
に
迷
っ
て
し
ま

い
、
真
っ
暗
の
田
舎
道
で
ガ

ス
欠
に
な
り
当
時
は
携
帯
も

無
く
カ
ー
ナ
ビ
も
あ
り
ま
せ

　

５
月
16
日
、
み
ず
い
ろ
公

園
を
会
場
に
、
19
回
目
の
子

ど
も
ま
つ
り
が
本
宮
市
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
大
き
く
５
つ
の

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
手
づ
く
り
ビ
ー
ズ
や

科
学
実
験
な
ど
体
験
で
き
る

遊
び
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
は
お

は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

な
ど
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
紙
芝
居
が
、
ち
び
っ

こ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
や
わ
な
げ
、
縄
跳
び
な

ど
体
を
動
か
す
遊
び
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

▲みずいろ公園は子どもたちの笑顔であふれた

車
・
パ
ト
カ
ー
コ
ー
ナ
ー
で

は
か
っ
こ
い
い
パ
ト
カ
ー
に

乗
れ
た
り
消
火
体
験
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
な
か
が
減
っ
た
ら
、

も
ぎ
店
コ
ー
ナ
ー
で
で
き
た

て
の
焼
き
そ
ば
や
や
き
と
り

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
は
、
仙
台
か
ら
外

遊
び
の
プ
ロ
「
ボ
ー
ダ
ー

ズ
」
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
音
楽
に

合
わ
せ
て
、
輪
に
な
っ
て

踊
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
昆
虫

の
ポ
ー
ズ
を
ま
ね
た
り
な

ど
、
芝
生
の
上
で
体
を
使
っ

た
遊
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

ん
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
見
た
目
悪

そ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
声
を
か
け
て

き
ま
し
た
。
事
情
を
説
明
す
る
と

「
時
間
か
か
る
け
ど
待
っ
て
て
」

と
、
言
い
残
し
去
っ
て
行
き
ま
し

た
。
大
分
時
間
も
経
ち
途
方
に
暮

れ
て
い
る
と
さ
っ
き
の
カ
ッ
プ
ル

が
、
ガ
ソ
リ
ン
と
少
し
で
し
た
が

食
料
ま
で
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
市
内
ま
で
誘
導
す
る
と
窓

か
ら
手
を
振
り
遠
く
に
消
え
て
行

き
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
ま
と
も
に
お
礼
を
言

え
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
ん
な
に
優

し
い
人
を
見
た
目
で
信
用
し
て
な

か
っ
た
事
が
何
年
経
っ
て
も
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
ま
す
。

本
当
に
助
か
り
、
今
で
も
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

全
く
の
他
人
で
も
〝
人
に
や
さ

し
く
〞
で
き
る
人
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
人
間
だ
な
〜
と
感
じ
た
良

い
思
い
出
で
す
。

　

こ
の
春
、
消
防
団
を
退
団
し
ま

し
た
。
本
当
に
優
し
い
人
達
に
恵

ま
れ
年
齢
関
係
な
く
一
生
付
き
合

え
る
仲
間
も
沢
山
出
来
ま
し
た
。

と
て
も
充
実
し
た
15
年
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
息
子
は

ま
だ
中
学
生
で
す
が
少
し
づ
つ
消

防
団
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
石
川 

聖
さ
ん
（
白
岩
字

桑
内
）
の
予
定
で
す
。
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■
飲
食
業
と
旅
館
業
の
組
合
で
す

　

本
宮
二
業
組
合
は
、
飲
食
業
と
旅

館
業
か
ら
な
る
組
合
で
、
現
在
市
内

で
約
50
店
が
入
会
し
て
い
ま
す
。
明

治
41
年
に
設
立
さ
れ
た
「
本
宮
料
理

店
飲
食
業
組
合
」
が
前
身
で
、
そ
の

後
本
宮
四
業
組
合
を
経
て
、
現
在
の

二
業
組
合
に
な
り
ま
し
た
。
設
立
か

ら
百
年
。
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
今
日

ま
で
本
宮
の
飲
食
・
旅
館
業
の
発
展

と
、
観
光
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

■
組
合
員
の
お
店
は
安
全
安
心
で
す

　

二
業
組
合
で
は
、
お
客
様
に
安
心

な
ご
飲
食
・
ご
宿
泊
を
提
供
す
る
た

め
、
南
達
暴
力
排
除
推
進
協
議
会
と

連
携
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
お
店

は
、
店
先
に
掲
げ
る
「
本
宮
二
業
組

合
員
の
お
店
」
と
書
か
れ
た
木
札
が

目
印
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
食

べ
る
」「
泊
ま
る
」「
呑
む
」
な
ど
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
お
店
を
探
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。『
探
す
べ
』
と
検
索

す
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
つ
か
り
ま

す
。

■
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
い
き
た
い

　

現
在
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
利
用
し
た
集
客
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
元
の
人
た
ち
、
特
に
若
者
層

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
お
店
側
も
、
昔
な
が
ら
の
味
を

守
り
つ
つ
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

す
る
な
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
や
モ
ッ
ト
コ
ム
さ
ん

な
ど
に
協
力
し
て
、
ほ
ろ
に
が
ウ
ォ
ー

ク
や
ビ
ー
ル
祭
り
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
他
の
団
体
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
ま
ち
お
こ
し
の
た
め
の

企
画
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
私
の
趣
味

　

私
自
身
は
ホ
テ
ル
業
を
営
ん
で
い
ま

す
の
で
、
休
み
は
も
っ
ぱ
ら
日
中
。
ゴ

ル
フ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

Interview No.61

活躍人訪問
本
宮
二
業
組
合

  

組
合
長  

北
沢 

文
史
郎 

さ
ん

本業はホテル業の北沢さん。フロントでお客さんを迎えます

①時折降る雨も気にせず、元気
いっぱい遊びまわっていました
②フリスビーのストラックアウ
ト。狙いを定めて見事命中！
③原っぱでは音楽に合わせて体
を使った遊びを楽しみました
④おはなしボランティアの方に
よる紙芝居の上映

①①

②②③③

④④
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1　☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500　　☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500　　☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：6月26日（金）　11：00～11：20
　 対　象：赤ちゃん（０・１・２才くらいまで）と
その保護者、妊婦さんとその家族
■ドリームおはなし会
　と　き：6月28日（日）　11：00～11：40
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
■わらべうたであそぼう
　と　き：6月21日（日）
　　　　　10：30～10：50　0･1･2歳児
　　　　　10：50～11：30　幼児（未就学児）
　場　所：しらさわ夢図書館　視聴覚室
■本宮市読書活動ボランティア養成講
座第1回学習会
　と　き：6月4日（木）10：00～11：30
　場　所：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　内　容：お話・実技「絵本の読み聞かせについて①
～基本編～」
　絵本の読み聞かせの基本について、司書の説明やボラ
ンティアによる実演を通して学びます。
　対　象：本宮市在住・在勤者　１５名程度
　申込み：直接図書館へ電話をして申し込みしてくだ
さい。定員を超えた場合はお断りする場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

＊絵本・児童書・紙芝居＊
・カエサルくんと本のおはなし…………

いけがみしゅういち
・おばあちゃんがおばあちゃんになった日 …

長野ヒデ子
・きいちゃん ……………ながやまただし
・クリネオのしっぽ……………長崎夏海
・たっくんのあさがお…………西村友里
・カエルと王かん………なかじまゆうき
・世界のだっことおんぶの絵本…………

エメリー　バーナード

＊一般書・実用書＊
・においのカゴ…………………石井桃子
・今、この本を子どもの手に……………

東京子ども図書館
・赤毛のアン名言集…赤毛のアン記念館
・ムーミンの生みの親、トーベ・ヤンソン …

トゥーラ　カルヤライネン
・グリム童話の旅………………小林将輝
・イスラム戦争…………………内藤正典
・絶唱……………………………湊かなえ

「
遊
友
ク
ラ
ブ
」
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
放
課
後
子
ど
も
教
室
〜

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
本
宮
市
遊
友
ク

ラ
ブ
」
は
、
市
内
の
全
小
学
校
区
に
あ
る

７
教
室
で
、
多
く
の
小
学
生
を
迎
え
元
気

よ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

遊
友
ク
ラ
ブ
で
は
、
体
験
活
動
や
学
習

活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
も
、
工
作

や
昔
遊
び
、
お
は
な
し
会
な
ど
各
ク
ラ
ブ

の
特
性
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
を
地
域
で
見

守
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

英
語
の
お
は
な
し
会

〜
子
ど
も
の
読
書
週
間
特
別
企
画
〜

　

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の

読
書
週
間
に
先
立
つ
４
月
19
日
に
『
英
語

の
お
は
な
し
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

お
は
な
し
会
で
は
、
英
語
指
導
助
手
の

ジ
ェ
フ
先
生
が
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
担
当
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
、

英
語
の
歌
や
遊
び
で
一
緒
に
体
を
動
か
し

た
あ
と
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
ー
ス

タ
ー
行
事
「
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」
の
当
館
版

を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
書
架
へ
隠

し
て
あ
る
「
お
菓
子
入
り
卵
」
を
み
ん
な

で
探
し
当
て
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

英
語
と
日
本
語
を
交
互
に
聞
い
て
内
容
を

確
認
し
た
り
、
奇
想
天
外
な
ス
ト
ー
リ
ー

に
笑
っ
た
り
、
伝
統
行
事
な
ど
を
体
験
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新着本新着本

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

じゃんけんをしよう（しらいわ遊友クラブ）初めて聞く英語の絵本に興味津々

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く場合が
ありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

問



15 広報もとみや6月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

問

問

時

時時

場

料料

料 対

申

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問場内 申 定

定

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

第
８
回
歯
っ
ぴ
ー
か
む
か
む
健
康
フ
ェ
ア

　

６
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

２
時

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　
・
お
口
の
健
康
講
話
（
午
前
11
時
か
ら
12
時
）

演
題　
「
口
も
と
の
若
さ
と
美
し
さ
を
保
つ
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
実
際
」

講
師　

日
本
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
歯
科
学
会

副
会
長　

宝
田
恭
子
先
生

・
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
お
口
の
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
お
口
の
中
を
み
て
み
よ

う
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ッ
素
洗
口
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

歯
科
技
工
士
の
入
れ
歯
が
で
き
る
ま
で
コ
ー

ナ
ー
、
く
じ
引
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

入
場
無
料

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

え
ぽ
か
の
台
所

　

①
動
脈
硬
化
予
防
に
つ
い
て　

７
月
10
日

（
金
）、
７
月
15
日
（
水
）　

②
高
血
圧
予
防
に

つ
い
て　

８
月
７
日
（
金
）、
８
月
12
日
（
水
）

③
体
力
維
持
に
つ
い
て　

９
月
２
日
（
水
）、

９
月
４
日
（
金
）　

④
認
知
症
予
防
に
つ
い
て　

10
月
７
日
（
水
）、
10
月
16
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

　

え
ぽ
か
（
２
階
調
理
室
）

　

調
理
実
習
代　

約
３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）　

※
調
理
実
習
代
は
実
習
内
容
に

よ
っ
て
は
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

各
教
室
30
名

　

申
込
用
紙
を
記
入
の
う
え
保
健
課
へ
、
ま
た

は
電
話
申
込
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
締
め

切
り
は
、
実
施
日
の
10
日
前
で
す
。　

※
当
日

は
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
筆

記
用
具
、
調
理
実
習
代
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

　

え
ぽ
か
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

６
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど

（
持
っ
て
い
る
方
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

「
Ｓ
Ｌ
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
号
」
が
走
り
ま
す

　
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
）
の

締
め
く
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
東
北
本
線
「
郡

山
駅
」
か
ら
「
福
島
駅
」
間
で
「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｌ
ふ

く
し
ま
Ｄ
Ｃ
号
」「
Ｓ
Ｌ
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
号
」

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

①
郡
山
駅(

９:

54
発)

〜
本
宮
駅(

10:

18
着　

10:

28
発)

〜
福
島
駅(

11:

43
着)

②
福
島
駅(

15:

34
発)

〜
本
宮
駅(

16:

57
着　

17:

27
発)

〜
郡
山
駅(

17:

50
着
）

※
試
運
転
を
６
月
20
日(

土)

、
21(

日)

、
22

日(

月)

、
24
日(

水)

、
25
日(

木)

の
営
業

運
転
と
同
じ
時
間
帯
で
運
行

　

商
工
観
光
課　

観
光
物
産
係

☎
24-

５
３
８
２

募

集

第
８
回
市
民
登
山
参
加
者
募
集

　

７
月
12
日
（
日
）　

午
前
６
時
45
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
（
予
定
）　

本
宮
市
役
所
集
合

　

西
大だ
い
て
ん巓

・
西
吾
妻
山　

北
塩
原
村
グ
ラ
ン
デ
コ
リ
ゾ
ー
ト
登
山
口
〜
ゴ

ン
ド
ラ
で
山
頂
駅
〜
西
大
巓
〜
西
吾
妻
山
小
屋

〜
西
吾
妻
山
〜
天
狗
岩
（
昼
食
）
〜
西
大
巓
〜

ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
〜
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
コ

　

中
学
生
以
上
の
本
宮
市
民
で
健
康
な
方

　

40
名
（
先
着
順
）
最
少
催
行
25
名

　

１
人　

五
千
円
、
中
高
校
生　

三
千
円
（
当

日
持
参
）　

※
参
加
費
に
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
往
復
、

温
泉
入
浴
代
、
昼
食
を
含
み
ま
す
。

　
　
　

６
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
来
館
い
た
だ
く
か
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33-

２
６
１
１

猫
の
飼
い
方
教
室
参
加
者
募
集

　

目
指
せ
、
満
点
飼
い
主
！

　

６
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
45
分

問

問

時時

時

場場 内

申



16広報もとみや6月号

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

問

問問

場内

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

料

対

対対 定 　

中
央
公
民
館  

第
１
研
修
室

　

猫
の
習
性
、
飼
養
管
理
方
法
、
室
内
飼
養
の

重
要
性
な
ど

　

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
、
猫
を
飼
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
方

　

30
名

　

無
料

　
　
　

６
月
19
日
（
金
）
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

福
島
県
県
北
保
健
所　

衛
生
推
進
課

☎
０
２
４-

５
３
４-

４
３
０
５

生
け
が
き
を
作
り
ま
せ
ん
か

　

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
生
け
が
き
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
事
前
に
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
生
け
が
き

①
公
衆
用
道
路
に
面
し
た
部
分
お
よ
び
道
路
か

ら
見
通
し
の
き
く
部
分
が
３
㍍
以
上
で
あ
る
こ

と②
１
㍍
あ
た
り
３
本
以
上
植
栽
さ
れ
る
こ
と

③
敷
地
境
界
線
の
一
辺
に
連
続
し
て
生
け
が
き

を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と　

④
生
け
が
き

用
樹
木
は
、
列
状
に
並
び
、
外
部
か
ら
眺
望
で

き
る
部
分
が
50
㌢
以
上
あ
る
こ
と　

⑤
５
年
間

以
上
生
け
が
き
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

【
補
助
金
額
】　

生
け
が
き
の
延
長
×
１
㍍
当
た

り
の
事
業
費(

限
度
額
５
千
円)

×
１
／
２(

補

助
率)

＝
補
助
金(

限
度
額
５
万
円)

　

ま
た
、
生
け
が
き
設
置
の
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
取
壊
し
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
工
事
費

を
補
助
し
ま
す
。

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
と
き

①
生
け
が
き
の
設
置
の
た
め
に
取
り
壊
し
を
行

う
こ
と　

②
生
け
が
き
設
置
場
所
と
同
じ
場
所

の
土
塀
で
あ
る
こ
と

【
補
助
金
額
】　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
延
長
×
１

㍍
当
た
り
の
事
業
費(

限
度
額
１
万
円)

×
１

／
２
（
補
助
率
）
＝
補
助
金(

限
度
額
10
万
円)

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

都
市
計
画
係

☎
24-

５
４
０
５

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

本
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
60
歳
以
上
の
皆
さ

ん
の
加
入
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

①
生
き
が
い
づ
く
り
（
高
齢
期
の
充
実
）

　

趣
味
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

　

高
齢
者
作
品
展
示
会
芸
能
発
表
会
、
会
報
の

　

発
行

②
健
康
づ
く
り
（
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
）

　

健
康
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
体
力
測
定

③
仲
間
づ
く
り
（
同
世
代
の
連
帯
・
支
え
合
い
）

　

声
掛
け
、
友
愛
訪
問
、
親
睦
旅
行

④
地
域
づ
く
り
（
社
会
貢
献
）

　

地
域
の
清
掃
美
化
運
動
、
子
供
た
ち
の
登
下

　

校
時
の
見
守
り
活
動

　

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
加
入
を
希
望

す
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

遠
藤　

和
三　

☎
33-

３
３
８
８

問
申

平和を仕事にする！―平成27年度自衛官募集―
募集種目 採用予定※１ 採用資格 受付期間 試験日 備考

航 空 学 生

海　約70名
( 女子若干名 ) 高卒 ( 見込含 )21

歳未満の者 8月1日～9月8日 9月２３日 入隊後約6年で3
等海・空尉航　約50名

( 女子若干名 ) 

一般曹候補生

陸上・海上・航空
男 子 18 歳以上 27 歳

未満の者 8月1日～9月8日 9月18・19日

入 隊後 2 年 9 ヶ
月経過以降選考に
より 3等陸・海・

空曹
陸上・海上・航空

女 子 

自衛官候補生

陸上・海上・航空
男 子 18 歳以上 27 歳

未満の者　

年間を通じて行っ
ております。

受付時にお知らせ
します。 所要の教育を経て、

3ヶ月後に2等陸・
海・空士に任官陸上・海上・航空

女 子 8月1日～9月8日 9月25～ 29日
(いずれか1日を指定されます。)

　 福島募集案内所　☎024-545-7995　　防災対策課　消防防災係　☎24-5365

※１ 平成２７年度の募
集人員につきましては、
決定次第、自衛官募集
ホームページ等でお知
らせします。必ずご確
認下さい。

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。
祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー



17 広報もとみや6月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

時時 場対 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

時

時時

場

場場

内

内 内

料

料 講

対

対

定

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

健

康

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

　

６
月
26
日
（
金
）

①
午
後
１
時
〜　

②
午
後
２
時
〜　

③
午
後
３
時
〜

　

え
ぽ
か
（
和
室
）

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
に
よ
る
心
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

　
　
　

完
全
予
約
制
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

介
護
予
防
「
シ
ニ
ア
運
動
教
室
」

　

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

　

６
月
22
日
（
月
）、
６
月
29
日
（
月
）、

７
月
６
日
（
月
）、７
月
13
日
（
月
）、

８
月
３
日
（
月
）、８
月
31
日
（
月
）、

９
月
14
日
（
月
）、９
月
28
日
（
月
）、

10
月
５
日
（
月
）、10
月
26
日
（
月
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

健
康
運
動
指
導
士

　

65
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）

　

椅
子
に
座
っ
て
の
運
動
で
す
。

　

無
料

　
　
　

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
各
回

定
員
40
人
、
複
数
回
申
込
み
可
、
先
着
順
）

高
齢
福
祉
課　

包
括
支
援
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

福

祉

介
護
者
の
つ
ど
い

　

在
宅
で
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
立
場
の

方
と
話
し
合
い
や
交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
緒
に
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

６
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

①
午
前
10
時
か
ら
11
時
10
分　

講
話
「
介
護

食
、
脱
水
予
防
に
つ
い
て
」
講
師
：
し
ら
さ
わ

有
寿
園 

管
理
栄
養
士 

武
居 

智
美 

氏　

②
午

前
11
時
15
分
か
ら
午
後
３
時　

介
護
に
つ
い
て

の
茶
話
会
・
昼
食
な
ど　

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
在
宅
の
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
市
内
在
住
の
家
族

　

先
着
30
名

　

無
料
（
昼
食
付
）

　
　
　

参
加
さ
れ
る
方
は
６
月
15
日
（
月
）
ま

で
に
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
※
な
お
送
迎
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

本
宮
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当
地

域
：
本
宮
市
本
宮
・
高
木)　

☎
24-

６
２
２
０

本
宮
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当
地

域
：
青
田
・
荒
井
・
仁
井
田
・
岩
根
・
関
下)

☎
34-

３
３
４
４

白
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当
地
域
：

白
沢
地
区)　

☎
24-

５
１
３
１

認
知
症
介
護
家
族
会
「
な
ご
み
会
」

　
「
な
ご
み
会
」
は
、
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
会
で
す
。「
な
ご
み
会
」
で
は
、

認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
悩
み
を
話

し
合
い
、
ま
た
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
月
１
回
の
定
例

会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は

事
前
に
連
絡
の
上
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
２
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
次
の
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

　

中
央
公
民
館

　

会
長　

三
浦
美
佐
子　

☎
34-

３
９
６
６

本
宮
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
24-

６
２
２
０

本
宮
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
34-

３
３
４
４

白
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
24-

５
１
３
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
の
お
知
ら
せ

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
10
回
特
別
弔

慰
金
（
額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２

日
ま
で

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

問問

問

申申

申
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

問

問

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

時場

対申 問問

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方　

②
戦
没
者
等
の
子　

③
戦
没
者

等
の
ⅰ
父
母　

ⅱ
孫　

ⅲ
祖
父
母　

ⅳ
兄
弟
姉

妹　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
上
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）　

※
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
24-

５
３
７
１

人
権
擁
護
委
員
の
日
特
設
相
談
所

　

６
月
１
日
は 

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
市
内
で
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

中
央
公
民
館
・
白
沢
公
民
館

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
限
ら
ず
、
電
話

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
下
記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番  

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０ 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番 

☎
０
１
２
０-
０
０
７-

１
１
０ 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-
０
７
０-

８
１
０

子
育
て
・
教
育

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
月
間
で
す

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
が
「
現
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。

　

こ
の
届
は
、
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
上
旬
ま
で
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
現
況
届
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑　

②
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
コ
ピ
ー
（
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）　

③
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て

提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

【
提
出
期
限
】　

６
月
30
日
（
火
）

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
交
付

し
ま
す
。

　

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方

①
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

る
方　

②
平
成
26
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
限
度
額
未
満
の
方

【
支
給
額
】

対
象
児
童
１
人
に
つ
き　

３
千
円

　

６
月
の
児
童
手
当
現
況
届
の
時
期
か
ら
平
成

27
年
10
月
１
日
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。
基
準

日(

平
成
27
年
５
月
31
日)

に
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
市
町
村
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

女性のための電話相談・ふくしま

0120-207-440
（全国フリーコール：携帯電話も通話料無料）
相談時間 月～金（祝日除く） 10:00 ～ 17:00

――例えばこんな思いや悩みを抱えていませんか？
・夫婦や親子、親族間の人間関係に関する戸惑い
・震災後、日常的に感じる不安感、孤独感
・配偶者や恋人からの暴力（精神的なことも含めて）
・いらついて、子どもにつらくあたってしまう
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

問

対申

く

ら

し

平
成
27
年
産
大
豆
を
作
付
け
す
る
方
へ

　

吸
収
抑
制
対
策
と
し
て
カ
リ
肥
料
の
必
要
量

把
握
と
、
管
理
台
帳
を
整
備
す
る
た
め
に
市
内

に
お
け
る
大
豆
の
作
付
け
面
積
の
把
握
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
既
に
営
農
計
画
書
と
併
せ
て
作

付
予
定
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
未
提
出
の
方
で
平
成
27
年
に
大
豆
栽
培
予

定
の
方
は
、
次
の
こ
と
を
市
役
所
農
政
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
作
付
予
定
品
種　

②
作
付
予
定
面
積　

③
予

定
す
る
用
途　

販
売
・
自
家
消
費
・
加
工
・
種

子
用　

等

　

農
政
課　

農
政
係　

☎
24-

５
３
８
５

金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島
民
報
社

で
は
、
結
婚
し
て
50
年
の
金
婚
式
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
「
金
婚
表
彰
」
を
行
い
ま
す
。
該
当
基

準
を
満
た
し
、
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
40
年
に
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
、
ま
た
は
そ

れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

夫
婦
で
今
回
希
望
さ
れ
る
夫
婦

　

７
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
、
ま

た
は
７
月
７
日
（
火
）
ま
で
に
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
福
祉
課　

長
寿
福
祉
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

私立保育所および幼稚園へ通所、通園されるお子様がいる保護者の皆様へ
私立保育所・幼稚園保育料助成のお知らせ
　市は、子育て支援事業の一環として私立保育所、幼
稚園保育料の助成をします。７月以降、各施設より補
助申請の受け付けを行います。該当する児童は次のと
おりです。
◆私立保育所に通所している場合
　①保育に欠ける要件を有する方（就労等で日中お子

様の面倒を見る方が居ない世帯）②本宮市内に住
所を有する方

◆私立幼稚園に通園している場合
　①保護者の平成 26年分の市民税所得割額が非課税で

あること　②上記に該当しない世帯で、小学校就
学前の児童が２人以上おり、第２子以降が同時に
幼稚園・保育所等施設に通っている方　③本宮市
内に住所を有する方

　申請は…私立保育所へお子様が通所している場
合、市内のどんぐり保育園および光明保育園について
は、各施設に申請に伴う調書を配布します。それ以外
で市内外の施設に通うお子様がいる場合は、事務担当
までお問い合わせください。
　私立幼稚園へお子様が通園している場合は、幼稚園
就園奨励費補助と同時に申請を受け付けます。幼稚園
へ順次補助申請書を発送しますので各施設にお問い合
わせください。なお、助成額については、所得税状況
により変わりますので、補助申請後調査の上ご連絡し
ます。

　　幼保学校課　幼保教育係　☎ 24 － 5446

ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪 虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

出産や子育てで気になる
ことがあったら。

子育て支援サービスを
利用したいと思ったら。

全国共通ダイヤル

０５７０-０６４- ０００
24時間、児童相談所につながります

児童虐待を防ぎましょう

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で、子ど
もたちを虐待から救えます。
　「おやっ？」と気になることがありましたら迷わず連絡してく
ださい。

　
子ども福祉課内　家庭児童相談室

　☎２４- ５３７６

▼
問

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１



20広報もとみや6月号
　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

問

問

問

対

対申

農
用
地
区
域
除
外
申
請
受
付
の
一
時
中

断
に
つ
い
て

　

市
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

見
直
し
に
伴
い
、
年
２
回
行
っ
て
い
る
農
用

地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
（
農
振
除
外
等
）

の
受
付
に
つ
い
て
、
７
月
受
付
分
よ
り
一
時

中
断
し
ま
す
。
再
開
時
は
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

農
政
課　

農
政
係　

☎
24-

５
３
８
５

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す

　

市
で
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
築
き
、
様
々
な
人
々
、
団
体

が
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
成

長
を
促
す
「
互
い
の
心
に
響
き
あ
う　

多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、「
本

宮
市
多
文
化
共
生
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
を
基
に
、

多
文
化
共
生
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
、
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
持
ち
、
国
際
理
解
と

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
ま
た
は
取
り
組
も
う
と
す

る
団
体
で
以
下
の
事
業
を
行
う
も
の
。

①
国
際
理
解
の
推
進
、
多
文
化
共
生
の
意
識

づ
く
り
を
主
目
的
と
す
る
事
業　

②
外
国
籍

市
民
の
地
域
生
活
お
よ
び
参
加
を
支
援
す
る

事
業

【
交
付
金
額
】

①
年
間
を
通
し
た
活
動
及
び
継
続
的
事
業

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
１
団
体
に
つ

き
上
限
10
万
円
）

②
単
年
度
の
み
実
施
の
イ
ベ
ン
ト
及
び
事
業

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
１
団
体
に
つ

き
上
限
５
万
円
）

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

☎
24-

５
３
２
１

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

環
境
の
保
全
と
負
荷
の
低
減
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
へ
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し

て
、
設
置
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
、
住

も
う
と
し
て
い
る
方　

②
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
既
存
、
も
し
く
は
新
築
住
宅
に
設
置

す
る
方
、
ま
た
は
、
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

た
新
築
住
宅
（
建
売
住
宅
）
を
購
入
す
る
方

③
電
力
事
業
者
と
電
力
供
給
契
約
を
締
結
す

る
方　

※
た
だ
し
、
過
去
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
関
し
、
市
か
ら
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

【
補
助
金
額
】

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
（
補
助
上
限

８
万
円
、
最
大
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
分
ま
で
）

　

①
工
事
着
工
前

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
工
事
終
了
後

実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
最
終
提
出
期
限
：
平
成
28
年
３
月
31
日
）

　

生
活
環
境
課　

環
境
係　

☎
24-

５
３
６
２

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
動
物
を
飼
い
ま
し
ょ
う

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か

る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
、
動
物
が
健
康
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
人
と
動
物
が
共
に

生
き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

①
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

　

犬
の
放
し
飼
い
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。犬
が
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
、

ま
た
犬
が
苦
手
な
人
に
恐
怖
感
を
与
え
な
い

よ
う
に
、
鎖
や
綱
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
散

歩
の
と
き
も
決
し
て
鎖
な
ど
か
ら
放
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
万
が
一
の
こ
と
や
犬
の
苦
手

な
人
の
こ
と
を
考
え
、
絶
対
に
犬
を
放
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
散
歩
の
と
き
は
ふ
ん
の
処
理
道
具
を
持
参

す
る

　

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん

と
ふ
ん
を
片
づ
け
な
い
と
、
地
域
の
景
観
を

損
ね
た
り
、
悪
臭
の
発
生
に
よ
り
他
人
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
家
の
周
り
に
ふ
ん

を
さ
れ
る
人
の
こ
と
も
考
え
、
散
歩
に
連
れ

て
行
く
と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
、
処
理
道
具
を
持
参
し
て
、
必
ず
ふ
ん
を

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
主
の
都
合
で
動
物
を
捨
て
な
い

　

犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
「
動
物
愛
護
に

関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
と

動
物
虐
待
の
罪
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
始

め
る
前
か
ら
正
し
い
飼
い
方
な
ど
の
知
識
を

持
ち
、
飼
い
始
め
た
ら
、
動
物
の
種
類
に
応

じ
た
適
切
な
飼
い
方
を
し
て
、
健
康
・
安
全

に
気
を
配
り
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

④
野
良
ね
こ
に
え
さ
を
与
え
な
い

　

無
責
任
な
え
さ
や
り
に
よ
り
、
増
え
て
し

ま
っ
た
ね
こ
が
、
悪
さ
を
す
る
、
ふ
ん
の
放

置
、
鳴
き
声
、
臭
い
等
に
よ
る
苦
情
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
え
さ
を
与
え
た
場
合
、
た
と

え
野
良
ね
こ
で
あ
っ
て
も
え
さ
を
与
え
た
本

人
に
責
任
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
ね
こ
が
い
た

ず
ら
を
し
て
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
場
合
、

責
任
を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
無

責
任
に
野
良
ね
こ
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。



21 広報もとみや6月号

時

場

料

対
定

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

問

問

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す

　

市
で
は
市
の
取
組
み
・
活
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
説
明
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
に
情

報
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
個
人
の
権
利
利
益

の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

本
宮
市
情
報
公
開
条
例
第
16
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
件
数　

７
件

　

・
開
示
件
数　

５
件

　

・
部
分
開
示　

１
件

　

・
取
り
下
げ　

１
件

◆
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

本
宮
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
31
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
件
数　

６
件

　

・
部
分
開
示　

６
件

◆
個
人
情
報
の
訂
正
及
び
利
用
停
止
請
求

●
訂
正
請
求
件
数　

０
件

●
利
用
停
止
請
求
件
数　

０
件

　

総
務
課　

総
務
係

☎
24
‐
５
３
０
１

「
法
テ
ラ
ス
二
本
松
」
３
年
間
延
長
が
決

定
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
３
月
31
日
に
、「
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本

司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」（
震
災
特
例
法
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
）
の
３
年
間
の
延
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
テ
ラ
ス
二
本
松
も
引
き

続
き
３
年
間
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
原
発
賠
償
問
題
以

外
で
も
民
事
上
の
「
法
律
相
談
」
の
ほ
か
、

司
法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
社

会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
・
建
築
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
に
よ
る
「
よ
ろ
ず
相
談
」
も
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
法
律
相
談
」
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
、「
よ

ろ
ず
相
談
」
は
火
曜
・
木
曜
日
で
す
。

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
（
二
本
松
市
図
書
館
向

い
）　

０
５
０
３
３
８
１
‐
３
８
０
３

問

市立保育所臨時職員募集
市では、市立保育所の臨時職員を募集しています。

　　保育士の資格がある方

　　10名程度

　　7:00から19:00までの間で7時間45分の交代

勤務

※勤務時間が４～６時間程度の短時間勤務も可能で

すので、お問い合わせください。

　　市内保育所５カ所（本宮第１保育所、本宮第２

保育所、本宮第３保育所、五百川幼保総合施設、白

沢保育所）のいずれか

　　20歳～34歳の方　日額7,370円

35歳以上の方　日額8,000円

　 ハローワーク二本松　☎２３－０３４３

幼保学校課　幼保教育係　☎２４－５４４６

危険物安全週間
～正しい取扱いの再確認～

６月７日（日）～６月１３日（土）は危険物安全週間です !!
灯油、ガソリン、塗料などは私たちの生活に欠かせないものですが保
管方法を誤ったり、危険性を意識せずに使用したりすると火災や事故
につながりかねません。危険物安全週間を機に、もう一度正しい取り
扱いについて確認しましょう。

　注）ホームセンター等で購入できるスプレー缶などには危険物に該当するものもあります。
　　　注意事項をよく読み、使用方法に注意してください。

　安達地方広域行政組合消防本部　☎２２- １２１１

保管時･使用時のポイント
・灯油やガソリンなどは性能試験をクリアした容器で保管

する

・高温多湿な場所に置かない

・フタは確実に閉め、転倒・落下に注意する

・屋外の直射日光の当たる場所に置かない

・空気調節ネジがあるものは操作し、圧力を抜いてからフ

タを開ける

・気温が高い時には容器の変形や噴出に気をつける

・狭い空間では定期的に換気する

・使用中は火気を使用しない

※ここで言う『危険物』

とは･･･

　消防法で定められて

いるもので、一般的に火

災発生・火災拡大の危険

性が大きく、消火の困難

な物品を言います。
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お知らせ　I N F O R M A T I O N

市営住宅の募集状況

市のすがた（平成27年5月１日現在）

男　性 15,018人（　33）
女　性 15,468人（　 1）
総人口 30,486人（　34）
世帯数 9,914世帯（　26）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

６月６日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
６月７日（日）　㈲本宮設備 33‒2592
６月13日（土）　オオナミ㈱ 33‒1001･33‒2412
６月14日（日）　㈲光設工業所 33‒1895
６月20日（土）　㈱小山設備 33‒3031
６月21日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
６月27日（土）　㈲須藤住機工業 48‒2357
６月28日（日）　㈲三和設備 44‒4542
７月４日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
７月５日（日）　㈲本宮設備 33‒2592

納期のお知らせ

市県民税（普徴） 1期
上下水道使用料 4・5月分
集落排水使用料 4・5月分
下水道受益者負担金 1期
住宅使用料 6月分
住宅駐車場使用料 6月分
保育所保育料 6月分
保育所一時保育料 6月分
幼稚園授業料 6月分
幼稚園預かり保育料 6月分
放課後児童保育料 6月分

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

▽
世
田
谷
区
（
保
坂
展
人
区
長
）

　

◎
市
の
復
興
支
援
金
と
し
て

　

・
現
金　

50
万
円

▽
赤
熊
玉
蓉
さ
ん
（
埼
玉
県
上
尾
市
）

　

◎
市
の
復
興
支
援
金
と
し
て

　

・
現
金　

１
０
０
万
円

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

郡山北警察署本宮
分庁舎より
（　）は１月から
の集計

4月の交通事故発生状況

件数 死者 傷者
本年 9（ 39）   1（1） 11（ 50）
前年 15（ 43）   0（1） 21（ 59）
増減 △6（△4）   1（0） △10（△9）

※口座振替をご利用の方は、
左記納期限の前日までに、
預金残高の確認をお願い
します。

場　所 住宅名 戸数 間取り トイレ 募集方法

青田字戸ﾉ内95-1 瀬戸川 １戸 ６畳１室、３畳２室、DK 汲取 一般公募

荒井字山神20-1 瀬戸川 １戸 ６畳１室、4.5畳1室、３
畳１室、DK 汲取 一般公募

本宮字兼谷平136-1 兼谷平 ２戸 ６畳１室、4.5畳1室、DK 水洗 一般公募

仁井田字桝形42‒1 桝形 １戸 ６畳３室、DK 汲取 一般公募

和田字大谷戸1-1 大谷戸 １戸 ６畳３室、DK 汲取 一般公募

※入居を希望される方は、入居基準の確認および必要書
類の提出の必要がありますので、建設課建築係へお問
い合わせください。
　なお、一般公募の募集期間は、6月8日（月）から6月
19日（金）までとなります。
　建設課　建築係　☎２４－５３９３

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

▲ご寄付いただいた赤熊さん（右）
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社
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（
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表
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役
社
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宮
川
文
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さ
ん
）
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問

郡山市虎丸町5－10
 （ホテルハマツ様西隣り） 0120-190-356

体験
無料

相談
随時

みとみ ライセンス 検 索

【開講時間】
月　 　13:00～21:00
火～金　9:30～21:30
土日祝　9:30～18:30

国家資格・検定
公務員受験 !!
● 公務員（上級・初級）　● 公認会計士　● 社会保険労務士
● 司法書士　　  ● 税理士        ● FP2～3級
● 行政書士　　  ● 日商簿記1～3級 ● 通関士
● 宅建取引士　  ● 中小企業診断士 ● 船舶 　など

フリータイム制
一 流 講 師

ポイント学習
学習サポート

納期限
6月30日（火）
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　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診察については、事前に病院にお問い合わせください。

　枡記念病院　☎22-3100　枡病院　☎22-2828　谷病院　☎33-2721　二本松病院　☎23-1231

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
6月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しています。】

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎６３－２７８０

日曜・祝日当番医　受付時間　９：00～11：30  14：00～16：30

７月５日（日）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
みうら内科クリニック（二本松市羽石） 22－5512
いしわたクリニック（本宮市荒井東学壇） 63－2826

７月12日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
さくらクリニック（二本松市藤之前） 62－3931
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311

６月７日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
しんいち内科（二本松市油井） 24－8420
（医）落合会　東北病院（本宮市青田字花掛） 33－2588

６月14日（日）
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
野地眼科医院（二本松市若宮） 23－0024
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内） 34－6418

６月21日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
和田医院（二本松市小浜） 55－2303
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩字田中） 44－2008

６月28日（日）
渡辺医院【小児】（二本松市正法寺町） 62－3000
ばばクリニック（二本松市油井） 24－7122
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表

月 6月 7月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜　 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
二本松病院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成27年２月１日～２月28日生まれ ６月４日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成26年８月１日～８月31日生まれ ６月25日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年11月１日～11月30日生まれ ６月３日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成24年２月１日～平成24年２月29日生まれ ６月24日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ６月はお休みです。

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関

問



第８回

本宮市

写真コンクール

そのほ
かの入

賞者

応募総数
112点！

！

Motomiya City Photo Contest.

　第8回本宮市写真コンクールの表彰式が、3月20日に白

沢ふれあい文化ホールで行われ、各部門の入賞者が表彰さ

れました。大賞と各部門の特賞、優秀賞を紹介します。

風景ふれあい・祭り・安達太良ビュー部門 市民部門
佐藤 光政さん（二本松市）

渡辺 幸子さん（本宮市）

武田 幸吉さん（国見町）

伊藤 留夫さん（大玉村）

鈴木　 透さん（郡山市）

佐藤 峰雄さん（本宮市）

佐藤 源策さん（郡山市）

山本 　正さん（本宮市）

熊田 行雄さん（鏡石町）

佐藤 恒雄さん（川俣町）

久木 澄雄さん（二本松市）

大塚 久美子さん（本宮市）

穀野 節子さん

安宅 栄男さん

舟山 　明さん

佐藤 裕子さん

根本 宗一さん

大賞『光の奔流』笹岡 伸仁大賞『光の奔流』笹岡 伸仁さん（猪苗代町）さん（猪苗代町）

特賞（風景）『収穫の秋』佐藤 澄子特賞（風景）『収穫の秋』佐藤 澄子さん（本宮市）さん（本宮市）

特賞（祭り）『軽やかに』穀野 只信特賞（祭り）『軽やかに』穀野 只信さん（本宮市）さん（本宮市）

優秀賞『遠太鼓』仲川　清優秀賞『遠太鼓』仲川　清さん（本宮市）さん（本宮市）

特賞（安達太良）特賞（安達太良）
『あじさいの咲く頃』長尾 憲治『あじさいの咲く頃』長尾 憲治さん（本宮市）さん（本宮市）
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